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（関東農政局）

事 業 名 国営かんがい排水事業 地 区 名 両 総
りょうそう

香取市、茂原市、東金市、成田市、
か と り し も ば ら し と う が ね し な り た し

都道府県名 千葉県 関係市町村 匝瑳市、山武市、香取郡神崎町、多古町、
そ う さ し さ ん む し かとりぐんこうざきまち た こ ま ち

山武郡大網白里町、九十九里町、
さんぶぐんおおあみしらさとまち く じゅ う く りま ち

横芝光町、長生郡一宮町、長 生 村、
よこしばひかりまち ちょうせいぐんいちのみやまち ちょうせいむら

白子町
しらこまち

本地区は、千葉県東部の利根川沿岸、栗山川沿岸、九十九里平野に展開する17,970
ha（水田13,560ha、畑4,410ha）の地域であり、千葉県の水田面積の約20％を占めると

事 ともに、首都圏への米、生鮮野菜等の供給基地として大きな役割を担っている。
本地区における農業用用排水施設は、昭和18年度～40年度に実施された国営土地改

良事業「両総用水地区」や国営附帯県営用排水事業等により造成されて、その後、水
業 資源開発公団営の房総導水路建設事業の共用施設として一部が利用されてきているが、

既に完成から40年以上を経ていること等から老朽化が著しい。
このため、本事業により用排水施設の新設及び改修を行い、適正な用水配分を可能

概 とし、農業用水の安定供給、排水機能の維持・向上及び維持管理の合理化を図るほか、
併せて関連事業によるほ場整備等の基盤整備を行い、農業経営の安定化に資する。

要 受 益 面 積 17,970ha（水田13,560ha、畑4,410ha）
主要工事計画 樋門1箇所、頭首工1箇所、揚水機場5箇所、用水路88.9km、

排水機場1箇所、排水路5.9km
国営総事業費 108,900百万円（平成20年度時点108,000百万円）
工 期 平成5年度～平成24年度予定

【事業の進捗状況】
九十九里平野は、広大な平野の割に河川の水が少なく、かつては天水又は中小河川、

ため池等の自己水源のみに頼っており、慢性的に水が不足する地域であった。
両総用水の完成後は、自己水源に加えて、利根川の水を補給することで用水の総量と

評 してきたが、開水路主体の用水系統では広大かつ平坦な九十九里平野の隅々まで過不足
なく両総用水の水を配分することは困難であり、その結果、用水を節約するために地下
水止めが行われ、広域的に地下水位の高い状態が発生して水田畑利用が阻害されている
状況である。

このため、本事業は、老朽化した旧施設の機能回復を図るとともに、用水配分の公平
価 化等を実現するために海岸線との中間地点に新設路線を設け２路線化し、併せて関連事

業の実施により末端ほ場での反復利用システムを構築することで、水田畑利用のほ場条
件の整備を図るものである。

平成19年度末までの全体の進捗率は76.6%(事業費ベース)であり、事業量ベースでは
用水路延長の69.1%、排水路延長の100%、揚水機場の5箇所のうち3箇所が整備済みであ

項 る。用水路について、既設路線に関しては非かんがい期において従前の機能を維持し
つつ施工を行い、完成したものから順次供用を開始しており、今後は南部幹線用水路
下流部のパイプライン化等を進めることとしている。また、新設路線である東部幹線用
水路に関しては平成19年度に完成し、平成20年度から通水を行っている。

目 【関連事業の進捗状況】
本地区においては、十分な用水手当を図るとともに、地下水位を下げ、水田畑利用

のほ場条件の整備を図るため、支線・末端水路のパイプライン化による用水の効率化や、
客土、暗きょ排水の整備などを行う関連事業の実施が不可欠である。

このため、国営事業では主に幹線用水路及びそれに係る揚水機場等の改修等を行い、
千葉県が事業主体となって幹線用水路に接続する支線用水路の大半の改修や末端水路の
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パイプライン化、ほ場整備を関連事業により行うこととしている。
平成19年度末の進捗率は、ほ場整備事業（14地区）にあっては完了１地区、実施中

１地区となっており、かんがい排水事業（17地区）にあっては未着手となっている。
今後の関連事業の推進については、千葉県等の関係機関と調整を行ってきており、

平成20年度にほ場整備事業１地区が新規採択となり、平成21年度及び平成23年度には
かんがい排水事業２地区が新規採択を目指している。

【社会経済情勢の変化】
本地区においては、平成18年の市町村合併により19市町村から6市7町1村となり、人

口はわずかに増加している（平成12年度からの5か年ではほぼ横ばい。）。
関係14市町村の産業別就業人口は卸売、小売業、飲食店及びサービス業が全体の５

割以上を占め、増加傾向にある。
地域全体の農業の動向をみると、農業就業人口は37,876人（平成7年度）から29,622

人（平成17年度）と減少しているが、就業人口全体に占める割合は平成12年度から17
年度まで横ばいである。農業算出額は、米及び野菜の落ち込みにより減少傾向にある。
総農家戸数は平成7年度から17年度までの10か年で約20％減少しているが、耕地面積
（田）は9.6％の減少であり、全国（12.7％）及び千葉県（12.9％）の減少率よりも小
さい。また、農家１戸当たりの農用地規模は平均1.3ha（平成7年度）から平均1.4ha（平
成17年度）と増加している。経営耕地面積規模別農家数も3.0ha以上の農家が増加して
おり、農地の利用集積が進んでいる。

以上のように、全国的に農業を取り巻く環境が厳しい中、本地区は両総用水によって
農業生産が維持されていると考えられる。

【事業計画の重要な部分の変更の必要性の有無】
計画変更の要件に該当する事項はない。
事業費については、物価変動、工法変更等の要因により現計画から900百万円の減と

なっており、平成20年度時点の国営総事業費は108,000百万円である。

【費用対効果分析の基礎となる要因の変化】
農業効果の算定基礎となる地域の農業振興計画等については、平成10年度の変更計

画確定時点から大きな変化はない。また、主要な品目の作付面積、単価、単収につい
ても大きな変化はみられない。

なお、費用対効果分析の結果は以下のとおりである。
妥当投資額（Ｂ） １９０，５１４百万円

評 総事業費（Ｃ） １８０，９０１百万円
投資効率（Ｂ／Ｃ） １．０５

【環境との調和への配慮】
価 本事業は開水路のパイプライン化及び既設施設の改修が主体であることから、環境

・景観配慮を行う必要がある箇所は限定されるものの、影響が想定される箇所に関し
ては生態系及び景観の保全に努めている。

項 生態系の保全に関しては、水が地上に現れる箇所では重点的に対策を講じ、また、
希少生物の生息が確認される箇所においては回避又は低減の措置を行うこととして、
以下の取組を行った。

・植生が早く回復するよう覆土型斜面保護ブロックを排水路護岸に採用
目 ・生物の移動経路を確保するため頭首工に魚道を設置

・希少植物の群落への影響を回避するため施設位置を変更
・トウキョウサンショウウオの生息地を避けるため推進工法区間を延長
また、景観の保全に関しては、以下の取組を行った。
・地域住民の意向に配慮し、揚水機場の上屋の色を決定
・旧事業で建設され両総用水のシンボル的施設となっている水路橋を保存するため、
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水路橋内にパイプを敷設する工法を採用
なお、両総用水の施設に関する歴史等の標示の設置や小学生等地域住民を対象にした

施設見学会の開催、両総用水を取り上げている小学校社会科副読本の編集への参画など、
両総用水の歴史的な経緯や役割等を地域住民に理解してもらう試みをしている。

【事業コスト縮減等の可能性】
以下の取組により事業コストの縮減を図っている。

・既設開水路の有効活用を図るため、十分な強度を保持していることを機能診断で確
認しつつ、水路内にパイプラインを埋設することによって、工事費の縮減を図ると
ともにコンクリート殻等産業廃棄物の発生を抑制

・管水路工事において、土質条件に応じて直接基礎を積極的に採用
・複数の工事間で発生土の流用を図ることにより、残土運搬費と土砂購入費を節減
・再生砕石等再生材を積極的に活用

【関係団体の意向】
本地区は、千葉県の水田面積の約20％を占める重要な地域である。千葉県では、本事業に

より近代的な農業経営が図られ、本地区が今後も千葉県農業の中心的な役割を果たしてゆく
ものと考えている。

担い手の減少や高齢化、国際化に伴う農産物の価格低迷等により農業を取り巻く環境が厳
しい状況にある中、関係団体（千葉県、関係市町村、両総土地改良区）は本事業により農業
用水の安定供給、排水機能の維持・向上、維持管理の合理化等を図ることが重要であると考
えている。

このようなことから、関係団体は、今後もコスト縮減と維持管理費の低減に資する施設の
整備に努めつつ、本事業の着実な実施と早期完成を要望している。

【評価項目のまとめ】
本地区は、首都圏への米、生鮮野菜等の供給基地として大きな役割を担っている。近年、

食料の安定供給の確保に関する懸念が高まっている中で、本地区の農業生産を長年にわたり
支えてきた両総用水の存続を図り、次世代へ継承することの意義は極めて大きい。

また、広大かつ平坦な九十九里平野において用水配分の公平化等を実現することは地元の
悲願であったが、そのために新設する東部幹線用水路等は平成19年度までに完成し、平成20
年度から通水を行っているところであり、事業は順調に進捗している。

こうしたことから、今後も、関係機関と連携を図りつつ、コスト縮減と維持管理費の低減、
環境との調和への配慮に留意し、早期完成に向けて事業を推進する必要がある。

【第三者委員会の意見】

【事業の実施方針】























































費 用 対 効 果 分 析 の 結 果

－国営かんがい排水事業「両総地区」－

１.地区の概要

(１) 受益面積 ： ha

(２) 事業目的 ： 用水改良、排水改良

(３) 主要工事計画： 樋門 1箇所、頭首工 1箇所、揚水機場 5箇所、用水路 88.9km

排水機場 1箇所、排水路 5.9km

(４) 総事業費 180,901 百万円

　　うち国営事業費 112,831 百万円

68,070 百万円

２.妥当投資額の算定

(１) 年総効果額
(単位：百万円)

年総効果額

781

2,177

575

6,809

23

計 10,364

-

(２) 妥当投資額

年総効果額

還元率×(1＋建設利息率)

10,364  百万円
0.0544

＝ 190,514百万円

３.投資効率の算定
妥当投資額 百万円
総事業費 百万円

＝ ≧

効 果 項 目

17,970

ほ場整備による労働時間の短縮や機械経費の
低減

農業用用排水施設等の改修、廃止及び新設に
よる維持管理費の増減

施設の改修による現況機能（農業生産）の維
持

ほ場整備による地籍の明確化

効果の要因

＝

1.001.05

－

＝

投資効率

＝

作 物 生 産 効 果

営 農 経 費 節 減 効 果

維持管理費節減効果

更 新 効 果

地 籍 確 定 効 果

妥当投資額

廃 用 損 失 額

　

＝
190,514
180,901

－ 百万円

廃用損失額

-

水田の汎用化による作物別作付面積の増減











































































































































































（参考）国営かんがい排水事業「両総地区」の再評価（案）作成に係る関係団体の徴取意見一覧 

千 葉 県 農 林 水 産 部 香 取 市 茂 原 市 成 田 市 東 金 市 

本事業の受益地は、県の水田面積の約２０％を占める重

要な地域であり、本事業により近代的な農業経営が図ら

れ、今後も中心的な役割を果たしてゆくものと考えており

ます。 
そこで、本事業により老朽化した施設が更新されること

により、維持管理が低減され、幹線用水路のパイプライン

化及び２路線化により適正かつ効率的な水利用が出来る

ものと期待しております。 
しかしながら，本県財政事情は非常に厳しい状態にある

ため，事業実施にあたりましては、より一層のコスト縮減

に努められ，維持管理費が軽減できるような施設計画と、

地域の要望を反映した事業の実施をおこなうことにより、

更なる地域の発展に寄与する事業として推進されること

を要望します。 

香取市は、千葉県の北東部に位置し、北部には水郷の風情が漂う利根川が東西に流れ、その流域には水田

地帯が広がり、南部は山林と畑を中心とした平坦地が北総台地の一角を占めています。 
佐原地区において、土地改良事業や排水施設の整備は施工後５０年以上経過したものもあり、小区画、素

掘りの排水路もありますし、基幹の用排水施設の老朽化も進んでいます。 
また、大須賀川排水路改修工事については、河口から２．２ｋｍ区間までが終了しました。しかし、大須

賀川の全延長は約１０ｋｍあるため、その上流部についても国営事業としての改修工事をご検討いただきた

い。 
米の過剰に伴い、他作物への転換を模索している佐原区にとって、施設老朽化の解消および湛水被害の軽

減は必要不可欠なものとなっています。 
栗源区については、栗山川の源に位置し、房総導水路の一番上流部にあり、下流域での水需要の増大によ

り、堤防の破損や橋梁の河床洗掘による被災が度々起きるような状況にあります。 
堤防は亀裂が入った状態で何年も放置され、橋梁は使用不可能な箇所が多く地元の住民は農作業に支障を

来たしており大変不便を感じており、今後も被害の拡大が予想されます。 
また、２０１０年には「ゆめ半島千葉国体」も開催される予定であり、選手及び関係者が多く来場予想さ

れます。 
ついては、国営かんがい排水事業「両総地区」の中で現状を把握し、必要な対応を早急にお願いしたい。

本市は千葉県の東部に広がる九十九里平野の南東に位

置し、温暖な気候や恵まれた立地条件を活かし、水稲や施

設園芸等多彩な農産物が生産されており、首都圏近郊や周

辺地域に新鮮な農産物を安定供給するという、重要な役割

を担っております。 
しかしながら、近年の農業を取り巻く環境は、輸入農産

物の増加やデフレ傾向による価格の低迷、暖房用燃料等の

高騰、農業者の高齢化や担い手の減少など多くの課題を抱

え、非常に厳しい状況にあります。 
このような状況の中、本市としては生産基盤の整備や、

担い手の育成と集落営農等を推進し、合理的な農業経営の

確立を図っているところであります。 
現在施工中の国営かんがい排水事業（両総地区）につき

ましては、事業施工により農業用水の安定供給と維持管理

の合理化が図られ、本市の農業経営の確立を図るうえから

も重要であるため、事業の早期完成を強く要望いたしま

す。 

近年、農業従事者の高齢化、担い手の減少、遊休農

地の増加など、当市の農業を取り巻く環境はたいへん

厳しいものとなっています。こうした状況のなか、本

事業における大須賀川の排水設備は優良農地の保全

と農業経営の安定化のため重要な事業となっている

ことから、今後も更なる事業の推進を要望します。 
また、全体事業費の抑制を図るため、より一層の事

業コスト縮減を望みます。 

本市は、千葉県の中東部、九十九里平野のほぼ中

央に位置し、古くから農業・商業等の産業を中心に

発展したまちであり、農業については古くから稲作

を中心に営まれてきました。 
本市の農業用水の現状は両総用水の受益地が約

２，６００ha あり、一部の地域を除いてそのほと

んどを両総用水に依存しております。 
本市農業を取り巻く環境は、担い手の減少や高齢

化、農産物の価格の低迷等によりかなり厳しい状況

にあるため、水利施設の整備による農業用水の安定

的供給及び維持管理の合理化を図ることが重要で

あると考えており、両総用水に期待するところは大

であります。 
よって、本市は、地域の実態を十分考慮し、コス

トの縮減、維持管理費の低減に努め、環境との調和

に配慮した事業の着実な実施と早期完了をお願い

します。 

匝 瑳 市 山 武 市 神 崎 町 多 古 町 大 網 白 里 町 九 十 九 里 町 

本市では、温暖な気候と東京圏に位置する地理的優位性

を活かして、水稲を中心に野菜や植木、花き、畜産などの

複合経営が行われています。 
特に、全経営耕地面積の７割を占める米は、平成１８年

現在、生産額で県下第３位となっていますが、農家数と経

営耕地面積がともに減少しており、後継者のいない農家が

全体の５割を超え、専業農家の割合は２割に満たない状況

にあるなど、経営基盤の脆弱化が懸念されています。 
今後はこれまで培ってきた生産技術等を活用しながら、

魅力とやりがいのある農業、経営として成り立つ農業の育

成・支援が重要な課題となっています。このためには、経

営規模の拡大や生産基盤の整備、担い手や農業生産法人に

対する支援などを推進し、経営体としての育成を図る必要

があります。 
このようなことから、農業生産の安定化に資するため本

事業により適正な用水配分、農業用水の安定供給、排水機

能の維持・向上及び維持管理の合理化を図ることは重要で

あり、関連事業による基盤整備も含めて早期の完成を望み

ます。 

本市の農業経営の安定化と活性化を図っていくた

めには、本事業による、安定した水量の確保と供給

が極めて重要と考え、効率的な予算執行により、本

事業の早期完成を希望します。 
また、今後の事業推進については、受益者への説

明を十分に行い、意向を確認したうえで事業を進め

ていただきたい。 
 

本地区は、千葉県の北部に位置し香取市、神崎町、

成田市にまたがる利根川を排水河川とする。 
近年、地区内及び上流側の開発等による流域の変

化により、流出量の増大および利根川他の水位の変

化により降雨の度に地域内の農作物および、農業用

施設に湛水被害が生じている。 
このため、関連事業も含めて大須賀川排水路のさ

らなる改修整備をお願いするとともに、大須賀川に

架かる老朽化した毛成橋の改修工事を併せて要望す

る。 
本事業は、この湛水被害を解消し、排水機場と排

水路を整備し、農業経営の安定を図るものであり、

本地区の宅地や農地の洪水被害を防ぐ恒久対策とと

もに積極的に事業を推進して頂きたい。 

多古町は、千葉県の北東部に位置し、農業は古くから町

の中央を縦断する栗山川水系の肥大な平坦地に稲作を中

心に営まれてきた。しかし、近年の水田農業を取り巻く環

境は、米価の低迷等に加え、農業従事者の高齢化、担い手

不足と厳しい状況におかれている。また、農業用用水施設

についても、完成から多年が経過していることから、老朽

化など水利機能も低下してきている。 
本事業により基幹用水施設が整備され、農業用水の安定

供給を図れるということは、「多古米」という良質米のブ

ランドを持つ当町の米作りには必要不可欠であり、本事業

の早期完成を望みたい。 
 

本町における水田面積の大部分は両総用水に依存

しており、水田農業を営む事に欠くことの出来ない重

要な施設となっています｡ 
施設の老朽化による改修事業が実施され、東部幹線

が新たに開通し農業用水の安定供給及び維持管理の

合理化が期待されています。 
農業者の減少や高齢化により今後ますます農業経

営が厳しくなる中で、この農業用水の安定供給によ

り、担い手の育成ならびに担い手への集積が今後重要

となってきています。 
以上のことから、本町農業の振興のためにも事業の

着実な実施と早期完成を要望いたします。 

本事業において実施される農業用排水施設事業

により、用排水施設の新設・改修が今後の適正な用

水配分、農業用水の安定供給、排水機能の維持・向

上及び維持管理の合理化を図ることができ、農業経

営の安定化に大いに資すると考えられる。 
さらに併せて行う関連事業による基盤整備等を

推進することで、優良な農地を着実に確保し、営農

面でも農業生産の安定化を図ることが期待できる。

以上のことなどを総合的に判断すると本事業の

意義は極めて大きく着実な実施を期待する。 
 

横 芝 光 町 一 宮 町 長 生 村 白 子 町 両 総 土 地 改 良 区 
 

横芝光町は、九十九里地域のほぼ中央に位置し、町の中

央を栗山川が流下する、水と緑豊かな自然環境に恵まれ

た、水田農業を中心に野菜や畜産が盛んな、両総用水第２

機場がある九十九里地域沿岸農業の要所にあります。 
現在、農産物の自由化、国際化が進展するなかで、省力

化、低コストによる収益性の高い魅力的な農業を目指して

多様な振興策を展開するため、農業生産基盤の整備と集落

営農組織の設立や認定農業者など担い手の育成を進めて

います。 
こうした状況を踏まえ、水利施設の整備による農業用水

の安定供給と排水機能の向上が求められており、地域の実

態を十分考慮し、良好な営農環境を確立する必要がありま

す。 
両総用水かんがい排水施設の更新は、従来の農業生産力

を維持するためだけでなく、２１世紀の新しい農業経営を

支え、さらなる高生産性農業の発展と農村地域社会の維持

に欠かせない基盤整備事業と考えており、事業の着実な実

施と早期完成を強く要望いたします。 

一宮町は千葉県の九十九里浜の最南端に位置し、

北部に松潟堰を擁する二級河川一宮川が流れていま

す。北部地区においては、田畑１４０ｈａの用水源

として両総用水を利用し、水稲・施設園芸栽培等が

行われており、今後とも水源確保のための両総用水

の整備促進に協力して参りたいと考えております。 
「両総地区」の事業実施に対する一宮町の意向で

すが、早期完了をお願いしたいと考えております。

事業の性格、予算等あると思いますが、安心できる

用水施設を、早期に実現できることを期待します。

また、現在行われている開水路のパイプライン化事

業ですが、パイプ埋設後の水路と、今回の工事によ

り使用されなくなった開水路跡地について安全性と

地域住民が心和む景観を要望します。 
 

本村は、九十九里平野の南に位置し、水稲、野菜、

酪農等を中心に多様な作物が生産され、農業は村の

基幹産業として重要な位置を占めております。 
しかし、農業をとりまく情勢は、住宅の混住化・

輸入農産物の自由化による価格の低下に加え、担い

手の減少、農業従事者の高齢化等、多くの問題に直

面しております。また、農耕地の９０％は県・団体

営土地改良事業により面的整備はされているが、施

設の老朽化・地盤沈下等により用排水に支障をきた

している状況にあります。 
そこで、営農環境と住宅環境の共生を図り、担い

手農家を育成し、生産性の高い農業の推進をするた

め、本事業に併せて生産基盤の再整備を実施し、安

定した農業経営の確立を図る上からも「両総地区」

の早期完成をお願いいたします。 

本町は、首都圏から７０㎞圏内に位置し、豊かな自然資

源、生活環境に恵まれたまちであり、農業においては、平

坦な農村地帯を生かし、水稲をはじめ施設野菜、露地野菜

を中心に、多様な農産物が生産され県内はもとより、首都

圏近郊への生鮮食料品の安定供給基地として大きな役割

を担っています。 
近年の農業情勢は、原油高による資材経費の高騰、担い

手の減少や高齢化、国際化に伴う農産物の価格低迷等によ

り水田営農経営を取り巻く環境は非常に厳しい状況であ

ります。 
このような状況の中、本町としましても農業用排水施設

の新設及び改修が進められることは、更に安定した農業用

水の確保と適正な水量配分が図られ、本町の重点施策の一

つである「元気な経営体を支える安定的な生産基盤の確

保」を推進していくうえで大変重要であるため、本事業に

より地域の実情に合った事業の取組みを進められている

ところでありますが、本事業が一日も早く完了し、農業用

水の安定供給、施設の円滑な維持管理ができることを願っ

ております。 

本地区は千葉県水田面積の約２０％を占める６市

７町１村（１４市町村）に跨る県下一の農業地帯であ

り、地域にとって両総用水は用水供給及び排水改良の

役割を担う重要な基幹水利施設となっています。 
この事業の実施に伴い、より安定した用水供給、排

水整備による地域貢献及び維持管理の合理化を図る

べく事業の早期完成を望みます。 
また、実施事業費については、コスト縮減等により

計画事業費内での完成にご配慮頂いておりますが、引

き続き関連事業も含めた全体用水システムが充分機

能を発揮し、完成後の施設維持管理費が軽減できる整

備をお願いします。 
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